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※新たに子ども食堂を開設される方も対象となります。

絵本のよみかたり活動と子ども食堂の融合

～子ども達の心と身体に栄養を届けたい～

今回は、サークル風の代表 加藤弥生様にお話を伺いました。

２００５年から子育てサークルの活動を開始され、子ども達の心に栄養を届けることを目的に絵本のよ

みかたりを１５年以上に渡り実施。２０１９年からは心に加え身体にも栄養を届けたい思いから、「えほ

んしょくどう どうぞの店」を開設されました。因みに名前の由来は、絵本『どうぞのいす』からだそう

です。

場 所：岡崎市羽根町若宮30-1 コミュニティラジオ放送局 エフエムＥＧＡＯ内 葵ホール

開催日：子ども食堂 毎月２３日 １７時～１９時

フードパントリー 子ども食堂と同時開催、個別開催不定期（１回／２ヶ月程度）

対象者：どなたでもどうぞ 連絡先：サークル風 kaze_voice@yahoo.co.jp 代表：加藤弥生

Instagram：douzonomise

えほんしょくどう どうぞの店では、子ども食堂を運営するほか、フードパン

トリー、弁当配布、子ども達や地域住民との親睦を図るイベントを開催するなど、

その活動は多岐に渡ります。開設当初の主な利用者は近隣の小学生でしたが、地

道なＰＲ活動とコロナ禍の影響もあり、現在は学区外及び海外出身の利用者も増

え、バラエティー豊かな子ども食堂になりました。

活動を支えるボランティアとして男女・年齢・職業問わず、大勢の方々が参加

しています。学区の住民・友人・ＳＮＳを通じて知り合った方々で構成されてい

て、岡崎市内に限らず市外からも参加者が増えているそうです。皆さん一度参加

されると直ぐに仲間になり、笑顔溢れる和気藹々とした雰囲気の中で活動してい

ます。また、ボランティアの方のお子さん達も参加していて、子ども食堂での活

動を長期休み中の自由研究課題として採り上げたりと、教育の機会としても活用

しています。

２年前には赤い羽根共同募金の助成金制度を活用し、大型冷凍冷蔵庫を購入。

それを使って支援団体及び企業から提供された物資を保管し、他の子ども食堂と

共同利用しています。地域の子ども・支援団体・企業・子ども食堂同士の連携強

化にも取り組み、こうした活動はフードロス削減にも繋がっているとのことです。

「えほんしょくどう」の名の通り、子ども食堂の会場内にはいつでも利用者が

手に取れるよう絵本専用の棚も設置されています。昨年は念願の「講談社おはな

し隊」の招聘も実現し、４５家族以上の親子連れの方が絵本を沢山積んだキャラ

バンカーとおはなし会を楽しみました。

△ボランティアさん全員集合！

△会場食の利用者さん

△講談社おはなし隊イベント

私たちは福祉の専門職ではありません。誰かのために、

幸せのお裾分け。こうした「どうぞの想い」を広めたい

との気持ちで、集まってきたボランティア集団です。

昨今の核家族化の進行や近所付き合いの減少により、

人と人との繋がりが益々希薄になっています。「地域の

子どもは地域で見守り育む」という意識を醸成出来れば

幸いです。（サークル風 代表 加藤）

お弁当の準備中▷

【えほんしょくどう どうぞの店】
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子ども食堂を既に開いている方も、これから始めたい方も！

受付期間

１０月６日（金）13:30～15:30

とこなめ市民交流センター

２階 講義室１・２

（常滑市神明町３ー３５）

１１月１４日（火）13:30～15:30

愛知県社会福祉会館

３階 多目的会議室

（名古屋市東区白壁１ー５０）

情報提供待ってます♪

詳しい内容・申込方法については、県社協ボランティアセンターＨＰをご覧ください。

今 月 お 薦 め の

ホームページURL： http://aichivc.jp/info/19705.html

一 冊 📖

知多地区 尾張地区

１１月２８日（火）13:30～15:30

西尾市総合福祉センター

２階 第３集会室

（西尾市花ノ木町２ー１）

三河地区

気になるけど、分からないことが沢山・・・

最近よく耳にするヤングケアラーという言葉。法律上の定義はありませんが、本来大人が

担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている18歳未満の子どもとされています。

自分の時間が持てないことから、友人関係や学校生活、進路等への影響があったり、睡眠が十分に取れていな

い子ども達が増えている現状を、読書を通じて考えてみませんか？

３巻にはヤングケアラーの力になりたくて、子ども食堂を始めた方のインタビューも掲載されています。

小学校高学年以上を読者対象に作られているので、子どもも大人も読みやすく、理解が深まります。

※詳細はポプラ社ウェブサイトをご覧ください。URL:https://www.poplar.co.jp/topics/59312.html

ポプラ社「みんなに知ってほしいヤングケアラー」（全４巻）

監修/濱島 淑恵・協力/黒光 さおり


